
Ⅱ実施内容

里地里山の保全・活用の取組における課題と技術的方策等

分類 多様な主体の連携・協働

手法名 多様な市民団体の連携協働による山野草の里の保全と活用

主体 特定非営利活動法人山野草の里づくりの会他２団体

背景(地域の課題）

　桜井市三谷地区では、大規模基盤整備が行われなかったことにより昔ながらの山
里景観が残されている。一方で、過疎化により耕作放棄地や手入れがされなくなった
山林の増大に起因する山野草をはじめとした自生種の減少が課題となっている。同
種の状況と課題は全国の中山間地域でも散見されるものである。

手法／方策の詳細

(1)ＮＰＯ法人山野草の里づくりの会による活動
　ＮＰＯ法人山野草の里づくりの会を立ち上げ、自然環境の保全・創出事業を設定し、
会として、山林・農地等の保全、山野草の保護、湿地ビオトープの創出、景観植物等
の育成活動を実施(図1）。
　保全活動と並行して、一般市民に向けて「花の宴」と称して保全した環境を活用した
普及啓発活動や体験活動を実施しファン層を広げていく(図2）。

(2)他団体と連携した保全活動の展開－里山の山野草を守る会による活動－
　ＮＰＯ法人山野草の里づくりの会とテーマを共有できる団体がシニア大学校（大阪
市）修了生有志による設立される（里山の山野草を守る会）。この団体が継続的な活
動体制を構築し（図３）、フィールドで活動を展開することにより保全エリアの拡大と活
動の質を高めることに貢献している。

(3)他団体と連携した調査活動の展開－三谷生き物調査隊による活動－
　大学で昆虫学を専攻したメンバーを中心に、活動フィールドの主に水辺の生態系を
テーマにした調査研究活動を、多様な参加者とともに実施。保全活動とも関連しなが
ら活動フィールドの学術的価値を高めている（図4）。

(4)３団体による協働連携
　保全・保護、普及啓発、調査研究といった各分野を３団体それぞれが得意とすると
ころを取り組むことで、継続的・恒常的な活動を展開。連携協働によって、保全保護だ
けでなく、研究蓄積や交流による地域活性化にも貢献している。

手法・技術的視点

（1）地域と外部参加者の協働による切れ目のない活動展開
　地域と都市部の複数のNPO団体が協働することで、継続的に人手を確保し計画的
で効果的な里山保全活動を実施されている。

（2）複数の異なる性格の団体が参加することで多様な活動が実現
　協働団体がそれぞれの得意とする役割を担い、活動することによって、保全、活
用、調査研究等の多様な分野に同時に取り組める体制が構築されている。
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実行プロセス・運営
体制のイメージ

図・写真資料

参考資料
里なび研修会in奈良パワーポイント資料（ＮＰＯ法人山野草の里づくりの会、里山の
山野草を守る会、三谷生き物調査隊）
ＮＰＯ法人山野草の里づくりの会ウェブサイト　http://www.sanyasou.org/
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